
◆学びへの飽くなき探究心を持つ人材の育成◆自ら考え、自ら行動する力の育成◆未来を切り拓く力の育成 
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附属中学校 12期生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。３年前、皆さんが入学した年に私も初めての

学校管理職として本校に着任し、私自身緊張しながら入学式を見守ったことを覚えています。その後の３年

間、皆さんが学び、成長する姿を間近で見ることができました。 

 

皆さんは、仲間や周囲の人を大切にできる優しさを育んできました。困っている人に自然に声をかけ、仲間

の成功を自分のことのように喜び、周りを楽しませようとする姿勢が本当に素晴らしいと思います。 

総合的な学習の時間 EGG・個人研究では、自分の考えを文章やプレゼンテーションで表現する力を身につ

け、３年間の学びの積み重ねがしっかりと形になっていました。 

南高祭では、中学生と高校生が協力して企画やパフォーマンスをつくり上げ、表に見えない部分の準備や工

夫にも真剣に取り組んでいました。先日行われた体育祭でも、協働する力が存分に発揮されていました。 

研修旅行では、スマートフォンの扱いについて生徒主体で議論し、保護者の協力も得ながらルールを作り上

げたことが印象的でした。沖縄では平和学習に取り組みつつ、英語やコミュニケーションの力を発揮してホスト

ファミリーやインストラクターの皆さん、現地の人々と交流しました。 

部活動やさまざまなイベントでも多くの生徒が活躍し、応援に足を運びましたが、活動の幅が広く、すべてを

追いきれないほどでした。３年間を振り返ると、皆さんが大きく成長したことを実感し、胸が熱くなります。 

 

皆さんのこれからの進路はそれぞれです。南高校でさらに学びを深めていく人、新しい場所で自分の道を歩

み始める人もいます。進む道はそれぞれですが、仲間や周囲の人を思い、真剣に行動してきた皆さんの姿勢は

素晴らしいものです。その姿勢を大切にそれぞれの場所で活躍を続けてください。この学校で学ぶ中で培った

広い視野を生かし、これから出会う新しい世界

の人々や価値観に触れるとき、相手を理解しよ

うとする想像力が大切になります。皆さんなら

その力をさらに伸ばしていけると信じています。 

３年間を共に過ごし、成長を見守ることがで

きたことを誇りに思っています。附属中学校１２

期生の皆さんの未来が希望に満ちたものとなる

ことを祈り、ご卒業と義務教育修了を祝します。 

ご卒業、そして、９年間の義務教育の修了、おめでとうございます。 
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中学校卒業の日を迎えて 

３年学年だより 



 

 

 

３月 12日（木）横浜 BUNTAIでの２回目の体育祭が行われました。12期生にとっては中学最後の体育祭。 

学年種目「One-Four-Ball」では、クラスで声を掛け合い、良い雰囲気で取り組む姿がありました。 

佐久間さんによる中学実行委員長の言葉、中学応援団長が中心となった応援合戦。また、各種目 

の実況等、多くの場面で頑張る 12期生の姿を見ることができました。この経験を生かして、 

次年度以降もさまざまな人が大きな舞台に立てる行事づくりに貢献してほしいです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月１４日（土）１年間の EGGの集大成として、卒業研究発表会が行われました。 

１年間の自分の取組を１０分以内で収めるのは難しい部分もあったかと思いますが、 

人に「伝わる」発表をしようと懸命に話していた姿が印象的です。保護者の方から、 

「みんないろんなテーマがあって面白いですね！」「話すのがとても上手」等の感想を 

いただきました。これからも、「疑問をもち、自分で調べ、実践する」ことを心がけ、 

「世界を幸せにする第一歩」をつくり踏み出せる人になっていきましょう。 

 

 

 

 

  

体育祭の部 ＠横浜 BUNTAI 

卒業研究発表会 



 

 

 

 

３／１０(火)に行われた学年集会。有志団体による「３年生になっても、そんな温かな雰囲気をもった集団でい

てほしいなと願っています。」 まさにそれが表現された中学最後の学年集会。見ている側の表情も素敵でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

有志団体出演の学年集会！！ 



 

  

 12 期生のみなさん、今日で中学校の卒業です。私自身、教員人生でこんなに「生徒に頼っていいんだ」と思えたこ

とはありません。それくらい、みなさんがこちらの話をよく聞き、意図を汲み取り意思をもち、自ら進んでいこうとしてく

れました。いつも、「前に出る人が頑張れるのは、応援してくれるみんながいるからだよ。応援する側がすごく大事だ

よ。」という話をしてきました。私が応援したいのは、みなさんです。この先どんな道へ進もうとも、みなさんが「12 期生」

であったことは変わりません。みなさんの未来が幸せなものになるよう、12期職員はいつまでも見守っています。 

 保護者の皆さま、多くのご支援、温かいお言葉の数々、ありがとうございました。私自身、初めての学年主任で右も左

もわからない中、「12期の保護者の方だから」頼ろうと思えました。さまざまな場面で支えていただけたこと、３年間の

成長を共有し、たくさんお話ができたことを幸せに思います。本当にありがとうございました。            

 

 

 

 

 

 

 

卒業する１２期生へ 

 

 12期生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。３年間の附属中生活はどうでしたか？入学したときに立てた目

標や目指した姿を実現するために、努力を続けることができたでしょうか？英語の授業では、さまざまなテーマで話

し、また仲間の話を聞くことで、自分のことや仲間のことをよく知るきっかけになったことと思います。次の３年間も、

自分の周りや世界のことに興味をもち、広い視野でものごとをとらえ、多くのことを学び、より一層成長できることを

願っています。                                                                        

最近思うことは、もう一度 PAA に行きたいということです。中学１年生のみんなとではなく、今のみんなと。新潟県の津

南町に行ってイングリッシュキャンプもしたいし、沖縄研修旅行（本番だけではなく、保護者の方とスマホの使用ルールに

ついて話し合うところから）にも行きたいです。今のみんなと。 

様々な行事やかけがえのない日常生活を経験して、今のみんながあります。義務教育の修了を迎える今、本当に素敵

な人に一人ひとりがなったと思いますし、学年としてとても魅力的な集団だと感じます。中学校３年間という長いようで短

い、しかも人としての成長著しい時期の１２期のみんなと出会うことができ、時間を共にできたことに感謝します。本当に３

年間ありがとうございました。次のステージでのさらなる活躍を願っています。                           

１２期生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。 

学年行事も学校行事も全力で盛り上がり、仲間の活躍も全力で応援できる、そんなあたたかくて楽しむことが上手

な１２期生と、３年間一緒に過ごすことができてとても幸せです！高校でも、支えてくれている周囲の人や仲間への感

謝を忘れずに。LOVE&PEACE                                                          

ご卒業おめでとうございます。今まで多くの人々から愛され続けてきた君たち。これからの人生、時に孤独を感ず

ることもあるでしょう。その時は孤独を直視し、自分の夢が何であるか向き合ってください。いかなる困難に出会おう

とも、自己を直視すること以外に乗り越える道はありません。正直に真面目に、一途に生きてください。これからは愛

される存在から愛する存在になってください。旅立ちの日が近づいてきました。素敵な人生を！          

１年生のころから担任として、国語科担当として、みなさんと過ごしてきました。この学年は自分の考えを相手に伝え

るのがとっても上手で、プレゼンや作文などがどんどん上達していきました。これからもこの技能は生かしてください

ね。その反面、自分の気持ちをコントロールし（自律）、それを他者に伝えたり、相手の気持ちを汲み取ったりすること

があんまり得意ではなかったように思います。思いを伝えることで、瞬間的に衝突をすることもあるかもしれません

が、信頼関係があれば必ず元に戻ります。恐れずにあなた自身のことを話してください。そしてあなたの大切な仲間

を頼ってください。これからも、仲間との時間を楽しんで！！！                                    

卒業おめでとうございます。１年間という短い時間だったけれど、みなさんと共に学べたことは大きな誇りです。初め

ての授業で「こんなに数学を楽しむ学校があるのか」と驚いた気持ちは今も鮮明です。行事では先を読み、自ら動

く姿が本当に頼もしかった。高校では、慣れた場所＝コンフォートゾーンを抜け、新しい世界へ踏み出してください。

挑戦する勇気を持つみんななら、きっと未来を切り拓けます。                                    


